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世
界
的
に
貿
易
・
市
場
の
自
由
化
が
標
榜
さ
れ

る
中
で
、
木
材
貿
易
で
も
そ
の
動
き
が
加
速
さ
れ

つ
つ
あ
る
。
し
か
し
一
方
で
は
、
環
境
問
題
へ
の

関
心
が
広
が
り
、
木
材
貿
易
の
拡
大
路
線
に
異
議

を
唱
え
る
声
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
背
景
に
、
今
後
の
木
材
貿
易

の
あ
り
方
を
考
え
る
布
石
と
し
て
、
本
小
文
で
は
、

日
本
の
木
材
貿
易
が
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
に
展
開

し
て
き
た
の
か
、
ま
た
、
世
界
の
貿
易
問
題
の
議

論
の
場
で
あ
る
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
お
い
て
木
材
貿
易
が
ど

の
よ
う
に
議
論
さ
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
概
観

す
る
。

一 　
　
日
本
の
木
材
輸
入
の
展
開
過
程

　・
　

現
在
、
日
本
は
木
材
需
要
の
約
八
割
を
外
材
に

頼
っ
て
お
り
、
そ
の
量
は
世
界
の
木
材
輸
入
量
五

億�
の
二
割
弱
を
占
め
、
輸
入
量
か
ら
輸
出
量
を

差
し
引
い
た
純
輸
入
量
で
は
世
界
最
大
の
純
輸
入

国
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
大
量
の
木
材
輸
入
体
制
は
、
戦
後
、

ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
以

下
で
、
大
ま
か
に
振
り
返
る
。

�
ラ
ワ
ン
材
主
流
期　

一
九
四
八
〜
六
〇
年

　

戦
後
の
木
材
輸
入
は
、
一
九
四
八
年
に
フ
ィ
リ

ピ
ン
か
ら
ラ
ワ
ン
材
を
輸
入
し
た
こ
と
よ
り
開
始

さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
外
貨
獲
得
の
た
め
の
輸
出
用

の
合
板
用
原
料
と
し
て
輸
入
さ
れ
た
も
の
で
、
当

時
、
日
本
で
使
わ
れ
る
木
材
の
大
半
は
国
産
材
で

ま
か
な
わ
れ
て
い
た
。

�
木
材
輸
入
拡
大
期　

一
九
六
一
〜
七
三
年

　

一
九
五
〇
年
代
末
に
な
る
と
、
高
度
経
済
成
長

に
よ
り
日
本
国
内
の
木
材
需
要
は
急
激
に
増
加
し
、

国
産
材
の
供
給
だ
け
で
は
追
い
つ
か
ず
、
木
材
需

給
が
逼
迫
し
た
。
そ
こ
で
政
府
は
、
打
開
策
と
し

て
六
〇
年
に
丸
太
輸
入
自
由
化
を
開
始
、
翌
六
一

年
に
は
「
木
材
価
格
安
定
緊
急
対
策
」
を
閣
議
決

定
し
、
外
材
輸
入
を
本
格
的
に
開
始
し
た
。
こ
れ

ら
の
施
策
は
木
材
輸
入
の
増
加
に
拍
車
を
か
け
、

輸
入
量
は
六
一
年
に
千
万�
を
突
破
し
、
さ
ら
に

六
九
年
に
は
国
産
材
供
給
量
を
上
回
る
外
材
が
輸

入
さ
れ
た
。

�
木
材
輸
入
安
定
期　

一
九
七
四
〜
八
四
年

　
「
高
度
成
長
」が
終
焉
し
た
一
九
七
四
年
頃
か
ら

八
〇
年
代
前
半
に
は
、
日
本
の
木
材
需
要
が
短
期

的
に
変
動
し
始
め
た
た
め
、
外
材
輸
入
の
急
激
な

増
加
は
終
息
し
、
短
期
的
な
変
動
を
伴
い
な
が
ら

推
移
し
た
。

�
木
材
輸
入
再
拡
大
期　

一
九
八
五
〜
九
〇
年

　

一
九
八
〇
年
代
後
半
に
な
る
と
、
木
材
輸
入
が

再
び
急
増
し
始
め
た
。
こ
れ
は
、
八
五
年
の
プ
ラ

ザ
合
意
以
降
の
急
速
な
円
高
と
「
日
米
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ｓ

（
市
場
指
向
分
野
選
択
）
協
議
」
に
基
づ
く
木
材
製

品
の
関
税
率
引
下
げ
及
び
建
築
基
準
法
の
改
正
等

の
非
関
税
障
壁
の
低
減
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。

当
時
、
米
国
は
「
双
子
の
赤
字
」
に
悩
ま
さ
れ
、
市

場
原
理
の
導
入
を
各
分
野
で
広
げ
よ
う
と
し
て
い

た
。
そ
う
し
た
中
で
、
木
材
分
野
に
お
い
て
北
米

材
を
輸
出
し
や
す
い
よ
う
に
日
本
に
強
く
働
き
掛

け
た
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
針
葉
樹
製
材
の

関
税
率
が
一
〇
％�
八
％
、
合
板
が
一
七
〜
一
五

％�
一
〇
％
、
集
成
材
が
二
〇
％�
一
五
％
に
引

下
げ
ら
れ
る
な
ど
主
要
木
材
製
品
の
関
税
率
が
軒

並
引
下
げ
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
輸
入
量
は
再
び

急
増
し
、
八
八
年
に
は
木
材
自
給
率
が
三
割
を
割

っ
た
。

�
木
材
輸
入
構
造
変
革
期　

一
九
九
〇
年
代
〜

　

一
九
九
〇
年
代
に
入
っ
て
も
、
八
五
年
以
降
の

木
材
輸
入
の
増
加
の
勢
い
は
衰
え
ず
、
九
七
年
に

は
木
材
自
給
率
は
一
九
・
六
％
ま
で
低
下
し
た
。

　

こ
れ
は
、
円
高
基
調
と
と
も
に
八
六
〜
九
四
年

の
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
・
ウ
ル
グ
ア
イ
ラ
ウ
ン
ド
交
渉
（
以

下
Ｕ
Ｒ
）
の
合
意
に
基
づ
く
木
材
製
品
の
関
税
率

の
一
層
の
引
下
げ
が
影
響
し
た
た
め
で
あ
る
。
Ｕ

Ｒ
で
は
、
木
材
貿
易
に
つ
い
て
米
国
等
の
主
要
輸

出
国
は
関
税
相
互
撤
廃
（
い
わ
ゆ
る
「
ゼ
ロ
・
ゼ

ロ
」）
を
主
張
し
、
一
方
日
本
は
こ
れ
を
拒
否
し
た
。

協
議
の
結
果
、「
ゼ
ロ
・
ゼ
ロ
」
は
免
れ
た
も
の
の
、

各
国
と
も
三
〇
〜
五
〇
％
程
度
の
大
幅
な
関
税
率

の
引
下
げ
を
行
う
こ
と
で
合
意
。
日
本
は
、
基
準

関
税
率
か
ら
約
五
〇
％
の
引
下
げ
と
な
り
、
九
五

年
か
ら
段
階
的
に
実
施
し
、
九
九
年
に
は
主
要
木

調
査
・
研
究
ノ
ー
ト

調
査
・
研
究
ノ
ー
ト 
②②

日
本
の
木
材
輸
入
の
展
開
過
程
と

日
本
の
木
材
輸
入
の
展
開
過
程
と

Ｗ
Ｔ
Ｏ
で
の
木
材
貿
易
を
め
ぐ
る
議
論
に
つ
い
て

　

Ｗ
Ｔ
Ｏ
で
の
木
材
貿
易
を
め
ぐ
る
議
論
に
つ
い
て
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材
製
品
の
関
税
率
は
概
ね

一
桁
台
に
ま
で
低
下
し
た

（
表
参
照
）。
こ
の
よ
う
に
、

九
〇
年
代
に
入
り
木
材
分

野
で
は
自
由
貿
易
の
流
れ

が
一
層
強
ま
っ
た
。

　

し
か
し
一
方
で
、
木
材

貿
易
拡
大
路
線
に
「
ブ

レ
ー
キ
」
と
な
る
問
題
も

現
れ
始
め
た
。
そ
れ
は
、

熱
帯
林
を
中
心
と
し
た
森

林
の
減
少
や
劣
化
等
へ
の

危
機
感
が
世
界
中
に
広
が

っ
て
お
り
、
環
境
問
題
か

ら
木
材
貿
易
拡
大
に
異
議

を
唱
え
る
動
き
が
表
面
化

し
始
め
た
こ
と
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
九
二
年
の

地
球
サ
ミ
ッ
ト
以
降
、「
持

続
可
能
な
森
林
経
営
」
が

議
論
さ
れ
、
森
林
保
全
の
視
点
か
ら
木
材
貿
易
の

あ
り
方
が
模
索
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
自
由
貿
易

推
進
の
旗
振
り
役
の
米
国
で
も
、
野
生
生
物
保
護

運
動
に
よ
り
連
邦
有
林
の
大
幅
な
伐
採
削
減
が
実

施
さ
れ
た
り
、
マ
レ
ー
シ
ア
・
サ
バ
・
サ
ラ
ワ
ク

州
で
は
熱
帯
林
保
護
を
目
的
に
丸
太
輸
出
が
禁
止

さ
れ
る
等
、
木
材
輸
出
国
側
の
輸
出
構
造
が
変
化

し
始
め
て
い
る
。

二 　
　
Ｗ
Ｔ
Ｏ
交
渉
に
お
け
る
木
材
貿
易
問
題

　・
　

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
一
九
六
〇
年
の
丸
太

輸
入
自
由
化
、
さ
ら
に
八
〇
年
代
後
半
の
日
米
Ｍ

Ｏ
Ｓ
Ｓ
協
議
、
さ
ら
に
、
九
〇
年
代
の
Ｕ
Ｒ
等
の

関
税
引
下
げ
が
日
本
の
木
材
輸
入
の
拡
大
を
後
押

し
し
て
き
た
。
そ
し
て
、
自
由
貿
易
・
市
場
原
理

の
導
入
を
世
界
規
模
で
推
進
す
る
Ｗ
Ｔ
Ｏ
体
制
時

代
に
入
っ
た
現
在
、
関
税
撤
廃
に
向
け
た
動
き
が

強
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
一
方
で
、
九
〇
年
代
よ

り
環
境
問
題
が
無
視
で
き
な
い
も
の
に
な
り
、
そ

う
し
た
観
点
か
ら
木
材
貿
易
の
あ
り
方
が
問
い
直

さ
れ
て
い
る
。

　

九
九
年
末
に
シ
ア
ト
ル
で
開
催
さ
れ
た
Ｗ
Ｔ
Ｏ

第
三
回
閣
僚
会
議
で
は
、
木
材
貿
易
に
つ
い
て
は

「
市
場
ア
ク
セ
ス
グ
ル
ー
プ
」で
交
渉
が
行
わ
れ
た

が
、
実
質
的
な
議
論
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
な
か
っ

た
。
会
議
事
前
の
主
張
と
し
て
は
、
北
米
や
オ
セ

ア
ニ
ア
、
東
南
ア
ジ
ア
の
主
要
木
材
輸
出
国
は
、

林
産
物
を
早
期
関
税
自
由
化
（
Ａ
Ｔ
Ｌ
）
の
一
つ

と
し
て
取
り
上
げ
、
関
税
撤
廃
を
狙
っ
て
い
た
。

一
方
、
日
本
は
「
持
続
可
能
な
森
林
経
営
の
達
成
」

や
「
公
益
的
機
能
の
発
揮
」
さ
ら
に
「
輸
出
国
側

の
輸
出
規
制
に
つ
い
て
の
検
討
」
等
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、
Ｕ
Ｒ
以
上
の
関
税
引
下
げ
に
は
反
対
し
て

い
た
。
韓
国
や
Ｅ
Ｕ
も
日
本
と
同
様
な
態
度
を
と

っ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
各
国
の
主
張
は
複
雑
に
入
り
組
ん
で

い
て
、
決
し
て
明
確
な
論
点
が
定
ま
っ
て
い
た
と

は
言
い
難
い
状
況
と
な
っ
て
い
た
。
例
え
ば
、
前

述
し
た
よ
う
に
米
国
で
は
環
境
的
視
点
か
ら
木
材

の
伐
採
量
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
た
り
、
カ
ナ
ダ
か

ら
米
国
に
不
当
に
安
い
木
材
が
入
っ
て
く
る
と
し

て
、
一
定
量
以
上
の
カ
ナ
ダ
産
針
葉
樹
製
材
に
は

カ
ナ
ダ
政
府
に
輸
出
関
税
を
賦
課
さ
せ
て
い
る
。

ま
た
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
マ
レ
ー
シ
ア
は
、
国
内

の
産
業
保
護
を
目
的
に
自
国
の
関
税
は
保
持
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。こ
の
よ
う
に
輸
出
国
側
も「
ゼ

ロ
・
ゼ
ロ
」
に
対
し
て
矛
盾
を
抱
え
て
い
る
。
さ

ら
に
、
地
球
温
暖
化
や
水
質
汚
染
等
の
環
境
悪
化

が
進
む
中
で
、「
自
由
貿
易
が
林
産
物
貿
易
、
さ
ら

に
森
林
保
全
に
と
っ
て
良
い
の
か
」
と
い
っ
た
疑

問
が
少
な
か
ら
ず
各
国
に
広
が
っ
て
い
る
。

三 　
　
結
び
に
か
え
て

　・
　
「
環
境
と
貿
易
」
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
主
題
テ
ー
マ
で

あ
り
、
木
材
貿
易
は
ま
さ
に
そ
の
問
題
に
直
面
し

て
い
る
。
経
済
的
力
学
だ
け
で
は
割
り
切
れ
な
い

「
環
境
」と
い
う
新
し
く
且
つ
大
き
な
課
題
を
ど
の

よ
う
に
し
て
解
決
し
て
い
く
の
か
。
そ
こ
で
、
世

界
最
大
級
の
木
材
輸
入
量
を
誇
る
日
本
の
態
度
は

重
要
と
な
る
。

　

そ
の
対
策
と
し
て
、
木
材
貿
易
の
実
態
を
環
境

問
題
と
合
わ
せ
て
、
木
材
利
用
者
で
あ
る
多
く
の

一
般
の
人
々
に
正
し
く
知
ら
せ
る
こ
と
が
必
要
で

あ
ろ
う
。
日
本
政
府
と
し
て
は
木
材
貿
易
に
お
け

る
関
税
撤
廃
に
は
異
議
を
唱
え
て
い
る
も
の
の
、

マ
ス
コ
ミ
等
の
報
道
を
見
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

世
間
一
般
の
木
材
貿
易
へ
の
関
心
は
低
い
。
木
材

利
用
者
で
あ
る
一
般
の
人
々
と
共
に
国
内
の
森
林

や
林
業
、
山
村
問
題
と
も
直
結
し
て
い
る
木
材
貿

易
の
問
題
を
考
え
る
こ
と
が
、
今
後
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
対

策
の
一
歩
と
な
る
と
考
え
る
。

（
栗
栖
祐
子
）
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